
 

 

温
海
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
、「
食
と

職
、
人
」
を
テ
ー
マ
に
「
や
ま
が
た
元
気

な
風
展
」
が
あ
つ
み
温
泉
温
海
川
河
畔
「
か

じ
か
通
」
で
六
月
十
九
日
～
二
十
日
の
二

日
間
、
吉
村
山
形
県
知
事
ら
を
迎
え
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

 

あ
つ
み
温
泉
の
「
か
じ
か
通
り
」
は
、「
人

に
優
し
い
道
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
東
京
大

学
の
堀
教
授
が
設
計
し
、
昨
年
完
成
し
た

も
の
で
堀
教
授
か
ら
は
「
道
は
工
事
が
出

来
て
完
成
で
は
な
い
、
ど
う
使
う
か
が
大

事
だ
」
と
の
指
導
の
も
と
、
温
泉
街
を
散

策
で
き
る
よ
う
足
湯
、
チ
ッ
ト
モ
ッ
シ
ェ

な
ど
を
配
置
し
て
い
ま
す
。 

一
日
目
は
、
風
展
の
成
功
を
祈
願
す
る

神
事
に
引
き
続
き
、
地
元
食
材
と
あ
つ
み

杉
の
弁
当
箱
を
使
っ
た
お
弁
当
コ
ン
テ
ス

ト
、
水
辺
の
オ
ー
プ
ン
カ
フ
エ
、
あ
つ
み 

温
泉
の
桜
の
木
で
作
っ
た
コ
カ
リ
ナ
演
奏

な
ど
の
ほ
か
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

    

   

        

お
弁
当
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
知
事
、
市

長
・
奥
田
シ
ェ
フ
・
小
野
木
会
長
と
い
っ

た
方
々
の
厳
正
な
審
査
の
結
果
以
下
の
方

が
各
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。 

        

 

              

ま
た
、
十
九
日
は
特
設
会
場
に
お
い
て

吉
村
知
事
・
奥
田
シ
ェ
フ
・
長
南
光
さ
ん
・

小
野
木
会
長
の
４
名
に
よ
る
「
や
ま
が
た

元
気
な
風
展
～
食
と
職
、
人
を
つ
む
ぐ
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
と
題
し
、
山
形
の
良
さ
、
食

に
対
す
る
思
い
、
お
も
て
な
し
の
心
な
ど

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

 

そ
の
ほ
か
地
元
語
り
部
に
よ
る
「
足
湯

に
浸
か
っ
て
昔
語
り
」
、
足
湯
を
使
っ
た

「
フ
ッ
ト
セ
ラ
ピ
ー
な
ど
の
施
術
体
験
」

森
林
組
合
に
よ
る
「
木
工
教
室
」
な
ど
多

彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
沿
道
に
は
商
工
会
女
性
部
の
売
店

や
海
産
物
、
手
づ
く
り
お
菓
子
な
ど
の
テ

ン
ト
が
立
ち
並
び
大
変
な
賑
わ
い
で
し
た
。 

 

二
日
間
、
あ
つ
み
の
元
気
を
創
造
す
べ

く
「
や
ま
が
た
元
気
な
風
展
」
を
実
施
し
、

改
め
て
温
海
地
域
の
素
材
の
多
さ
と
、
普

段
何
気
な
く
見
過
ご
し
て
い
る
も
の
で
も

立
派
な
地
域
資
源
・
財
産
で
あ
り
、
地
域

興
し
は
そ
こ
に
住
む
人
の
「
や
る
気
」
が

一
番
と
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

（
温
海
支
所 

五
十
嵐
） 

◆
企
業
部
門
大
賞 

 

㈱
万
国
屋 

（
地
域
の
豊
か
さ
満
点
で
最
高
点
） 

◆
特
別
賞 

２
点 

 
 

民
宿 

咲 
 

 

Ｊ
Ａ
庄
内
た
が
わ
温
海
女
性
部
か
ぶ

ら
っ
子 

◆
一
般
部
門
大
賞
２
点 

 
 

斎
藤
啓
子
（
温
海
）
や
さ
し
さ
・
愛
情 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
十
嵐
光
浩
（
湯
温
海
）
技
術
・
完
成

度 

◆
小
学
生
部
門
大
賞 

 
 

黒
井
ふ
う
と
（
８
歳
） 

 

創
意
工
夫 

  

女性部温海支

部 

コンテストに出品されたお弁

当 

お弁当コンテストの審査の模様 

コンテストに出品されたお弁当 

水辺のオープンカフェ 

おーぷ 


